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9月
定例会

令
和
５
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
９
月
28
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
に
は
、
市
長
か
ら
令
和
４
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
や
補
正
予
算
な
ど

議
案
19
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
議
員
提
出
議
案
（
発
議
）
が
３
件
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

令和4年度決算
一般会計は歳入減少・歳出増加

一
般
会
計

消防費.
9億2,288万円

3.5%

商工費
8億6,683万円.

3.3%

議会費
2億3,038万円

0.9%

農林水産業費
16億3,266万円.

6.3%

教育費.
21億3031万円

8.2%

【その他の内訳（依存財源）】
地方譲与税.................................... 2億330万円
法人事業税交付金............................ 8,995万円
配当割交付金................................... 4,584万円
地方特例交付金............................... 4,420万円
株式等譲渡所得割交付金................ 3,261万円
環境性能割交付金............................ 1,331万円
交通安全対策特別交付金....................391万円
利子割交付金.......................................322万円
ゴルフ場利用税交付金..........................266万円

【その他の内訳（自主財源）】
使用料及び手数料......................2億9,351万円
財産収入........................................ 1億925万円
分担金及び負担金............................ 9,594万円
繰入金............................................... 2,637万円
諸収入.........................................5億7,214万円

衛生費.
26億3,228万円

10.1%

公債費.
32億5,759万円.

12.5%

土木費.
29億9,418万円.

11.5%

民生費.
88億7,287万円.

34.1%

総務費.
24億8,726万円

9.6%

住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業や子育て世帯臨時特別給
付金給付事業が減少したものの、道の駅整備事業やプレミアムクーポ
ン券事業が増加したことなどにより、歳出合計は0.2％増加となりま
した。

歳出
0.2％増

寄附金や財産収入が増加したものの、国・県支出金が減少したことな
どにより、歳入合計は前年度より0.4％減少となりました。

歳入
0.4％減

歳入合計│270億535万円

歳出合計│260億2,724万円

市税
67億7,879万円

25.1%

寄附金
7億5,355万円

2.8%

【自主財源】
92億8,957万円

34.4％【依存財源】
177億1,578万円

65.6％

地方交付税
69億8,297万円

25.9%

国庫支出金
46億5,551万円

17.2%

その他（依存財源）
4億3,900万円

1.6%

県支出金
16億1,705万円

6.0%

地方消費税交付金
11億9,735万円

4.4%

市債
28億2,390万円

10.5%

その他（自主財源）
10億9,720万円

4.1%

繰越金
6億6,003万円

2.4%
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特別会計の決算額
会計名 歳  入 歳  出 差 引 ※

国 民 健 康 保 険 特別.
会計 61億2,113万円 60億3,934万円 8,179万円

後 期 高 齢 者 医 療 特別.
会計 17億3,301万円 17億3,217万円 85万円

介 護 保 険 特別.
会計 66億5,314万円 64億8,233万円 1億7,081万円

赤坂地区排水処理事業 特別.
会計 1,734万円 1,705万円 30万円

つつじケ丘地区排水処理事業 特別.
会計 5,521万円 5,314万円 207万円

同和対策住宅資金貸付事業 特別.
会計 1,106万円 1億6,306万円 △1億5,201万円

港 湾 施 設 事 業 特別.
会計 2,086万円 1,177万円 909万円

企業会計の決算額
会計名 収 入 支 出 差 引 ※

水 道 事 業 会計

収益的収入 収益的支出
11億1,099万円 9億9,353万円 1億1,746万円
資本的収入 資本的支出

6億4,355万円 10億4,895万円 △4億541万円

病 院 事 業 会計

収益的収入 収益的支出
43億3,214万円 39億9,365万円 3億3,849万円
資本的収入 資本的支出

1億5,312万円 2億9,065万円 △1億3,753万円

一般会計

市税 市民税、固定資産税など 14万2千円

寄附金 ふるさと納税や一般からの寄
付など 1万6千円

繰越金 前年度から持ち越されたお金 1万4千円

地方交付税 自治体間の収入格差是正の
ため国から交付されるお金 14万7千円

国庫支出金 使途を限定し国から交付され
るお金 9万8千円

市債 財務省・銀行等からの長期借
入金 5万9千円

県支出金 使途を限定し県から交付され
るお金 3万4千円

地方消費税交付金 地方消費税の市へ交付される
お金 2万5千円

その他 繰越金、手数料、地方譲与税
など 3万2千円

議会費 議員の報酬や市議会の運営
など 5千円

総務費 企画や財務、徴税など 5万2千円

民生費 障害者や高齢者の福祉など 18万6千円

衛生費 感染症予防やごみ処理など 5万5千円

農林水産業費 農林水産業の振興費 3万4千円

商工費 商工業の振興費 1万8千円

土木費 道路・河川、市営住宅など 6万3千円

消防費 消火・救急、火災予防など 1万9千円

教育費 学校、生涯学習、文化など 4万5千円

公債費 市債の償還元金や利子など 6万8千円

市民１人当たりの状況は？
入ったお金　56万7千円（Ａ） 使ったお金　54万7千円（Ｂ）

貯金と借金はいくら？
貯金（基金）残高　7万9千円（総額 37億6,622万円）
借金（市債）残高　70万8千円（総額 336億8,533万円）

次年度に使うため繰り越すお金
3,725円（総額 1億7,727万円）（Ｃ）
実質収支額 1万7千円（総額 8億83万円）（Ａ－Ｂ－Ｃ）
【令和5年３月末人口4万7,593人で算出】

企業会計の
収支について

●収益的収支…
「損益計算書」ともい
い、一会計年度の経
営成績を把握するも
の。一般的に黒字、赤
字といわれるのは、こ
の収支による。収入
には一般会計からの
繰入金も含まれる。
●資本的収支…
建設改良費や企業債
償還金などの支出と
企業債収入や出資金
等の収入による、経
営活動外の資本の増
減に係る収支。

※決算額は端数処理をしていますので、各項目の金額を合計または差引した額と、合計額や差引額などは一致しない場合があります。
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地
域
防
災
活
動
支
援
事
業

問 
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
地
域
住

民
に
広
め
て
い
く
の
か
。

答 

事
業
終
了
後
、
訓
練
等
の
実
施
内

容
を
記
載
し
た
報
告
書
を
自
主
防

災
組
織
や
参
加
者
等
に
お
渡
し
し
、
活

動
の
振
り
返
り
と
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
て

い
る
。
ま
た
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組

織
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
相
談
や
研

修
、
出
前
講
座
等
の
支
援
等
も
実
施
し

て
い
く
。

問 

６
月
２
日
の
豪
雨
時
に
は
役
立
っ

た
の
か
。

答 

令
和
４
年
度
重
点
地
区
の
巽
地
区

で
は
、
地
域
の
連
携
に
よ
る
声
か

け
、
避
難
誘
導
、
被
害
の
確
認
等
が
迅

速
に
行
わ
れ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
自
主
防
災
組
織
へ
の

支
援
活
動
と
あ
わ
せ
、
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

備
蓄
物
資
整
備
事
業

問 
備
蓄
物
資
は
６
月
２
日
の
豪
雨
時

に
は
活
用
さ
れ
た
の
か
。

答 
ま
ず
、
初
日
は
避
難
者
に
毛
布
を
、

翌
日
以
降
は
、
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
希
望
が
あ
っ
た
避
難
者
に
段
ボ

ー
ル
ベ
ッ
ド
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
貸

与
し
た
。
ア
ル
フ
ァ
化
米
等
の
飲
食
物

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
災
害
で
は
避
難

所
の
生
活
が
長
期
化
し
な
か
っ
た
こ
と

や
、
孤
立
し
た
地
域
が
な
く
物
流
が
動

い
て
い
た
こ
と
、
市
内
の
食
料
品
店
等

が
通
常
ど
お
り
営
業
し
て
い
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
提
供
し
て
い
な
い
。

歳
入
歳
出
決
算
審
査
に
お
け
る
主
な
質
疑

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

問 

生
活
習
慣
の
改
善
に
つ
い
て
、
早

急
に
か
つ
適
切
に
対
策
を
進
め
る

た
め
、
事
業
者
を
間
に
挟
む
の
で
は
な

く
、
市
が
支
援
員
と
直
接
や
り
取
り
を

行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

本
事
業
は
、
委
託
事
業
で
あ
り
、

市
が
支
援
員
と
直
接
や
り
取
り
を

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
が
、
今

後
、
委
託
事
業
者
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。

問 
子
ど
も
の
学
習
支
援
に
つ
い
て
、

塾
形
式
の
集
合
型
の
実
施
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 
集
合
型
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
世

代
と
の
交
流
を
通
じ
、
い
ろ
い
ろ

な
経
験
が
で
き
る
と
い
う
利
点
も
あ
る

が
、
交
通
手
段
の
確
保
等
の
課
題
も
あ

り
、
よ
り
よ
い
形

に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

市
営
住
宅
等
整
備
事
業

問 

市
営
住
宅
の
建
て
替
え
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答 

建
て
替
え
に
関
し
て
は
、
令
和
３

年
度
に
改
定
し
た
長
寿
命
化
計
画

に
お
い
て
、
令
和
12
年
度
に
162
戸
ほ
ど

不
足
す
る
と
い
う
推
計
値
が
出
て
い
る

が
、
必
要
に
応
じ
て
と
い
う
位
置
付
け

で
、
具
体
的
な
建
て
替
え
案
は
示
し
て

い
な
い
。
既
存
の
330
戸
の
長
寿
命
化
を

進
め
つ
つ
、
状
況
に
よ
っ
て
は
と
い
う

考
え
方
に
な
っ
て
い
る
。

問 

民
営
の
住
宅
を
借
り
上
げ
、
市
営

住
宅
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
各

地
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
市

営
住
宅
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
の
方
針

を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

借
り
上
げ
住
宅
を
市
営
住
宅
に
す

る
こ
と
も
、
不
足
を
補
う
た
め
の

１
つ
の
手
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
あ
た
り
は
民
間
の
意
向
等
も
あ
る
。

現
段
階
で
は
必
要
戸
数
が
、
お
そ
ら
く

推
計
よ
り
も
少
な
く
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、

不
足
分
を
補
う
方
法
に
つ
い
て
、
他
市

の
事
例
等
も
参
考
に
、
今
後
検
討
し
て

い
く
内
容
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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介
護
保
険
特
別
会
計

問 

成
年
後
見
人
制
度
利
用
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
支
援
を
受
け
る
条
件

は
。

答 

裁
判
所
が
決
定
し
た
後
見
人
報
酬

を
本
人
の
預
金
残
高
が
下
回
っ
て

い
る
方
が
対
象
と
な
り
、
そ
の
差
額

（
在
宅
の
方
が
月
額
２
万
８
，
０
０
０

円
、
施
設
入
所
の
方
が
月
額
１
万
８
，

０
０
０
円
を
上
限
）
を
支
給
し
て
い
る
。 

大
橋
北
ポ
ン
プ
場
整
備
事
業

問 
工
事
の
経
過
、
設
計
の
業
務
内
容
、

県
と
の
連
携
に
つ
い
て
。
ま
た
、

現
在
土ど

嚢の
う
で
仮
復
旧
さ
れ
て
い
る
護
岸

に
つ
い
て
早
期
に
工
事
を
実
施
す
べ
き
。

答 
地
元
の
自
治
会
等
か
ら
、
要
望
等

を
数
々
い
た
だ
く
中
で
、
日
方
川

の
右
岸
に
つ
い
て
の
対
策
が
進
め
ら
れ

る
状
況
に
な
っ
た
の
で
、
ポ
ン
プ
整
備

を
含
む
機
械
電
気
設
備
工
事
を
発
注
し

た
。
設
計
の
主
な
内
容
は
、
機
械
電
気

設
備
の
設
計
、
土
木
構
造
物
の
設
計
、

構
造
計
算
等
で
あ
る
。
ま
た
、
県
と
は

市
が
施
工
す
る
大
橋
北
ポ
ン
プ
場
の
施

工
時
期
や
、
護
岸
の
復
旧
方
法
な
ど
に

つ
い
て
調
整
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て

い
る
。

大
型
土ど

嚢の
う

に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で

も
仮
設
で
あ
る
の
で
、
早
期
の
復
旧
が

望
ま
し
い
が
、
県
に
お
い
て
は
、
日
方

川
水
系
河
川
整
備
計
画
の
未
実
施
分
の

早
期
整
備
に
向
け
て
、
防
災
減
災
対
策

等
強
化
事
業
推
進
費
な
ど
の
予
算
を
国

に
要
求
し
な
が
ら
整
備
を
推
進
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
、

改
修
計
画
が
１
日
も
早
く
完
成
す
る
よ

う
県
に
対
し
て
強
く
要
望
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

討
論

決
算
に
か
か
る

○議案第73号　令和４年度海南市一般会計歳入歳出決算の認定
さまざまな個人情報をマイナンバーにひもづけている国は日本だけであり、ひも

づけしていないのは、個人のプライバシー権を侵す可能性があるからである。マ

イナンバーカードの交付・ひもづけは進めるべきではない。自衛隊に市民の個人情報を提供し

て、自衛官の勧誘などに利用させている。明確に拒否の手続きをした人以外は、勝手に情報

が送られている。本人の意思を確認せずに個人情報を送るのは間違いである。

反対

○議案第74号　令和４年度海南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
国保は他の保険制度に比べ、低所得の方が多いのに負担が大きい。高すぎる国保税は市民生活

に大きな影響を与え続けている。

○議案第75号　令和４年度海南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
日本医師会も「負担割合の引き上げで受診控えを招く恐れがある」と批判をしており、高齢者の命とく

らしを守る医療制度とは言えない。

○議案第76号　令和４年度海南市介護保険特別会計歳入歳出決算
サービスを受け料金を払うと同時に保険料も上がっていく非常に矛盾した制度である。保険料が生

活を大きく圧迫し、利用できる限度額が設定されることにより、必要な利用が控えられる懸念がある。

	 （上記全て　溝口　恵敬）

反対

反対

反対
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１　職員研修事業について
メンタル不調を未然に防ぐ取り組みを行うとともに、組織の活性化と人材育成を図る研修に取り
組まれたい。

２　自主防災組織等育成事業について
自主防災組織が災害時により実効性のある活動ができるよう、ノウハウの継承につながる丁寧

な支援に努められたい。

３　物産観光センター運営事業について
取り扱う商品の幅を広げるなど、より海南市の魅力を伝えられるよう取り組み、多くの方々に訪

れていただけるような工夫やＰＲを一層進められたい。

４　亀池公園管理事業について
遊歩道やトイレなど観光資源の良好な維持、整備に努め、訪れる方々がより一層の魅力を感じ

られるよう取り組まれたい。

５　読書活動推進事業について
本市の図書購入予算は、１校当たり小学校５万 7,250 円、中学校８万 8,429 円であるが、
全国平均の小学校 47万円、中学校 59万円に比べて著しく低い。また、本市の地方交付税
交付金試算が小学校約 460 万円、中学校約 303 万円であるのに対して、実際の購入予算は
小学校 68万 7,000 円、中学校 61万 9,000 円と著しく低い。第６次「学校図書館図書整備
等５か年計画」に基づき、購入予算の増額に努められたい。

６　福祉タクシー事業について
対象者数 1,171 人のうち利用券の交付者数が294 人であり、そのうち全枚数利用者が91
人であるが、まだまだ利用率が低い現状を踏まえ、未利用者へのアンケート調査等により実態を
把握し、更なる利用率の向上に努められたい。

７　予防接種事業について
学校との連携を図り、あらゆる機会を捉え子宮頸がんワクチンの接種を啓発するとともに、キャッ

チアップ接種者への周知を強化するなど接種者数の増加に努められたい。

決算審査の中で出された意見や要望について、予算決算委員会で下記の意見書を取りまとめました。
意見書は新年度予算に反映することを求め、9月28日に議長から市長に提出しました。
（左から塩﨑副市長、神出市長、中家議長、榊󠄀原副議長、栗本予算決算委員会委員長、池原副委員長）

決算審査に係る意見書を提出
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問：大変な物価高騰の中で、値上げしなければならな
いのか。

答：本市の水道施設の多くは老朽化が進行しており、引
き続き安全安心で良質な水道水を安定的にお届け
していくためには、室山浄水場など老朽化施設の
更新を計画的に進めていく必要があり、令和 15年
度末までに実施予定の施設の整備にかかる概算費
用、並びに料金収入の見通しなどをもとに試算を
行った結果、現在と比べ料金収入全体で16％の増
収が必要となり料金改定をお願いするものである。

問：安全な水を安く提供することは、住民福祉を目的と
する自治体の使命であると考えられる。一般会計
からの法定外の繰り入れはできないか。

答：水道事業は地方公営企業法（以下「法律」という。）
に基づき、独立採算の原則で運営しており、この
法律をもとに定められた国の繰出基準に従い老朽
化施設の安全対策事業等に対し、繰り入れを行って
いるところであり、この基準に明記されていない将
来の収支不足の補填を目的とする繰り入れは適切
でないと考えている。

問：本工事は、市外事業者が落札されているが、
分離発注についての考え方は。

答：分離発注については、技術的な観点など工事
内容に応じて判断しているが、本工事につい
ては、一括発注の目安である15億円に満た
ないということで分離発注とした。

問：独立採算制というが、人口が急激に減
少する可能性もある。他市では法定外
の繰り入れを行っているところもあるが。

答：今後の人口減少に関しては、実際にどれ
くらい減少するかについての予測は困難
であるが、一般会計からの繰り入れにつ
いては、法並びに国の繰出基準に従い
運営していくことが基本であり重要であ
ると考える。

問：物価も上がっているため、料金を引き
上げるのであれば福祉減免を取り入れ
るべきではないか。

答：水道事業の経営は法律の趣旨から福祉
施策とは分けて考える必要があり、独立
採算制という大前提があるため、あくま
でも使用者から使用
いただいた分の料金
をご負担いただくと
いうのが原則である
と考えている。

問：地元の建設業者や地元の企業にしていただく
ようにするべきではないか。地元にお金を落
とすようにするほうがいいと思うが。

答：できるだけ地元企業への発注と考えている。
今回の事業も地元の方の応札はあったが、市
外の事業者の落札になった。今後、そういっ
たことにも注意を払ってまいりたい。

水道料金の増額
議案第６９号　海南市水道事業給水条例の一部を改正する条例

海南消防署東出張所を移転新築
議案第83号　工事請負契約の締結について

安全安心で良質な水道水を安定的にお届けしていくため、水道料金の改定を行います。

老朽化した海南消防署東出張所を移転新築します。

こんな質問がありました

こんな質問がありました
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問：なぜ紀の海広域施設組合負担金が増額となるのか。

答：平成 27年度に契約した紀の海広域施設組合長期包括
的運営管理事業の委託契約が 15年を超える長期の契
約のため、「物価変動に基づく改定」として物価変動率
が 1.5％を超えた場合に増額することが定めてられてお
り、当該契約の運転経費等の項目において、令和４年
度の物価変動率が 1.5%を超えたためである。

問：この契約では、今後も負担金の額は上昇していくのか。

答：昨今の物価上昇の状況から、物価変動に伴う改定につ
いては、上昇圧力が続くことが予想されるが、仮に指
標が下がることがあれば、減額の見直しもされる契約
となっている。

物価高騰等に伴い運営経費等が増加
議案第70号　令和５年度海南市一般会計補正予算

こんな質問がありました

・発議第1号　国にインボイス制度の延期又は見直しを
 求める意見書（案）について（要旨）

・発議第２号　海南市議会委員会条例の一部を改正する条例について
・発議第３号　海南市議会会議規則の一部を改正する規則について

発議第１号については賛成少数により否決となりました。

発議第２号・発議第３号は原案可決となりました。

インボイス制度の登録事業者になれば、請求書等の様式変更やシステム改修など多大な経費が生じ
ることになり、また免税事業者のままでは課税事業者との取り引きから排除され廃業に追い込まれること
も懸念される。
インボイス制度の導入で中小企業者は長引くコロナ禍の打撃に追い打ちをかけられ、地域経済の再
生をも阻害しかねない。よって日本経済の振興と景気回復のため、インボイス制度の延期または見直し
を強く求める。（要旨）

総務委員会などの常任委員会の委員（議員）が、公務や疾病、育児などにより、委員会室に出席
できない場合、オンラインにより委員会に出席できるよう改正するもの。

発議とは、議員が議案を提出することで、９月定例会では下記３件が提出されました。発 議

紀の海クリーンセンター
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■
総
務
委
員
会

９
月
19
日
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
予

約
・
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」、「
基
幹
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
に
つ
い
て
」
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

問 
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
よ
っ
て
、
市
民

の
利
便
性
が
向
上
す
る
の
か
。

答 

国
は
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
や
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
な
ど
の
共
通
基
盤
、
機
能
の
整
備
を

推
進
し
て
お
り
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
も
そ

の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
並
行
し
て
行
政
手
続
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
も
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
市
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
て
い

く
た
め
、
標
準
化
だ
け
で
向
上
を
図
る
こ
と
は
難

し
い
。

た
だ
し
、
令
和
７
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
お
知
ら
せ
が
で
き
る
よ

う
な
プ
ッ
シ
ュ
型
に
近
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
少

し
ず
つ
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
い

る
。

■
教
育
厚
生
委
員
会

９
月
22
日
に
「
共
同
作
業
所
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
と
し
、
多
機
能
型
事
業
所
あ
か
り
の
現
地
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
当
局
と
質
疑
応
答
を
行
い

ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問 

障
害
者
の
方
の
交
流
等
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
こ
と
は
。

答 

障
害
者
同
士
が
触
れ
合
え
る
場
と
し
て
は
県

主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
が
あ
り
、
最
近

で
は
、
障
害
者
の
方
が
集
ま
っ
て
フ
ッ
ト
サ
ル
の

団
体
が
で
き
た
と
聞
い
て
い
る
。
連
携
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
関
わ
り
、
広
報
等
も
協

力
し
て
い
き
た
い
。

所 

管 

事 

務 

調 

査

討
論

条
例
議
案
に
か
か
る

◯議案第６９号　海南市水道事業給水条例の一部を改正する条例
水は人の命に直結する非常に重要なものであり、市は責任を持って安全に安

価で提供する義務がある。施設の老朽化・人口の減少などが収支悪化の原

因に挙げられるが、それらは、市民の責任ではない。市の説明会に参加した市民はごく少数で、

市民の十分な了解が得られないまま値上げをするのは間違いであり、もっと一般会計等から

の繰り入れを増やすべきである。	 （溝口　恵敬）

水道事業で避けるべきは民営化であり、先行事例を見ても民営化後は水道料

金が大きく値上げされている。本市の改定後の1か月の水道料金は、全国平

均を1,000円以上下回っており、永続的に命の水を守っていくためには避けて通れない選択

肢であると考える。施設の更新事業と料金の改定は、将来の海南市の生命を守るべく最重

要案件であると確信し賛成する。	 （田村　秀明）

反対

賛成

多機能型事業所あかりでの現地調査
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議 案 の 審 議 結 果
◎…全会一致で可決・承認　〇…賛成多数で可決・承認　×…否決

議案第68号  投票管理者及び投票立会人が投票時間内に交替する場合の報酬額を定めるもの　 議案第69号  関連記事７ページ　 議案第70号  
総額２億523万３千円の増額補正・関連記事８ページ　 議案第71号  総額 1,579万円の増額補正　 議案第72号  総額1,222万6千円の増額補正
議案第73～82号  令和4年度会計の決算について認定を行うもの　 議案第83号  関連記事７ページ　 議案第84号  「小南道の駅線」について、市
道路線の認定を行うもの　 発議第1、2、3号  関連記事8ページ

９月定例会
議案番号 議　　案 結果

議案第 68号 海南市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 69号 海南市水道事業給水条例の一部を改正する条例 〇

議案第 70号 令和５年度海南市一般会計補正予算（第７号） ◎

議案第 71号 令和５年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ◎

議案第 72号 令和５年度海南市病院事業会計補正予算（第１号） ◎

議案第 73号 令和４年度海南市一般会計歳入歳出決算の認定 〇

議案第 74号 令和４年度海南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 〇

議案第 75号 令和４年度海南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 〇

議案第 76号 令和４年度海南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 〇

議案第 77号 令和４年度海南市赤坂地区排水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定 ◎

議案第 78号 令和４年度海南市つつじヶ丘地区排水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定 ◎

議案第 79号 令和４年度海南市同和対策住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定 ◎

議案第 80号 令和４年度海南市港湾施設事業特別会計歳入歳出決算の認定 ◎

議案第 81号 令和４年度海南市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ◎

議案第 82号 令和４年度海南市病院事業会計決算の認定 ◎

議案第 83号 工事請負契約の締結 ◎

議案第 84号 市道路線の認定 ◎

発議第 1号 国にインボイス制度の延期又は見直しを求める意見書（案） ×

発議第 2号 海南市議会委員会条例の一部を改正する条例 ◎

発議第 3号 海南市議会会議規則の一部を改正する規則 ◎

●議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

会派・議員名

 議案番号等

公明党
日本共産党.
海南市議会
議員団

無所属の会・日
本維新の会 市政クラブ 市民クラブ 自由

クラブ
結
　
　
果

中
家  

悦
生

森
下  

貴
史

岡
　  

義
明

溝
口  

恵
敬

古
田  

充
司

熊
野  

愛
子

栗
本  

量
生

田
村  

秀
明

宮
本  

憲
治

寺
脇  

寛
治

川
崎  

一
樹

榊󠄀
原  

徳
昭

米
原  

耕
司

池
原  

弘
貴

杉
本  

博
美

橋
爪  

大
輔

川
口  

政
夫

東
方  

貴
子

議案第69号 議長 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第73号 議長 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第74号 議長 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第75号 議長 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第76号 議長 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

発議第１号 議長 × ○ ○ × × ○ ◯ ◯ × × × × × × × × × 否決

■賛否の分かれた議案等 ○…賛成　×…反対

８
人
が
市
政
を
問
う



11 市議会だよりかいなん 75号

議
　
案

補
正
予
算
・
発
議

所
管
事
務
調
査
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

決
　
算

※ ◎の質問の概要を掲載しています。

一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全
般に対し、現在の状況や将来の方針等を質問したり、
提言することで、政策の見直しなども行われます。
９月定例会では、８人の議員が一般質問を行いました。

一 般 質 問

5  溝口　恵敬　（14ページ）
　◎６月２日の災害時の対応について
　・災害を防ぐ取組について
　・学校の使用電力量の制限について
　・文化財等の保管について
　・マイナカードの取得を勧める動画

について

6　熊野　愛子　（14ページ）
　◎こども家庭庁の設置に伴う本市の

取組について
　・会計年度任用職員の処遇改善につ

いて

7　杉本　博美　（15ページ）
　◎６月台風・豪雨に係る市の災害対

応について

8　岡　義明　（15ページ）
　・豪雨災害を教訓に
　◎鳥居の御霊池について

1  池原　弘貴　（12ぺージ）
　◎小中学校の熱中症対策について
　・小中学校の特別支援学級について

2　東方　貴子　（12ページ）
　◎学校給食について
　・熱中症対策について
　・国民健康保険の保険者努力支援制

度について
　・医療センターの雨水対策について

3　森下　貴史　（13ページ）
　・罹災証明の交付について
　・アルコール依存症について
　◎下津消防署について

4　米原　耕司　（13ページ）
　◎令和５年梅雨前線による大雨及び

台風２号による災害の教訓を生か
した防災・減災の取組について

８
人
が
市
政
を
問
う

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

８
人
が
市
政
を
問
う



12市議会だよりかいなん 75号

議
　
案

補
正
予
算
・
発
議

所
管
事
務
調
査
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

決
　
算

問 

６
月
２
日
の
水
害
時

南
部
地
域
の
行
政
拠

点
の
下
津
行
政
局
の
通
信

機
能
な
ど
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
。
南
部
地
域
で
市
の
機

関
と
し
て
残
っ
て
い
る
の

は
、
下
津
消
防
署
し
か
な

い
よ
う
に
思
う
。
下
津
消

防
署
の
必
要
性
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。　

答 

下
津
消
防
署
は
、
市

全
体
の
約
４
割
の
面

積
、
世
帯
及
び
人
口
割
で

は
２
割
か
ら
３
割
を
管
轄

し
、
火
災
、
救
急
、
救
助

と
い
っ
た
出
動
件
数
に
つ

い
て
も
、
海
南
市
全
体
で

２
割
か
ら
３
割
を
占
め
て

お
り
、
下
津
町
地
域
の
災

害
等
有
事
の
際
の
重
要
な

消
防
活
動
拠
点
で
あ
る
。

問 

下
津
消
防
署
の
現
在

の
立
地
場
所
は
、
津

波
浸
水
地
域
で
あ
り
、
震

災
直
後
の
道
路
も
利
用
可

能
か
分
か
ら
な
い
。
下
津

消
防
署
は
、
昭
和
55
年
に

建
築
さ
れ
43
年
が
経
過
し

て
い
る
。
今
後
、
移
転
や

問 
異
常
気
象
に
よ
る
降

雨
災
害
が
多
発
す
る

中
、
当
地
域
で
も
甚
大
な

浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。

排
水
ポ
ン
プ
場
な
ど
の
河

川
管
理
施
設
は
重
要
で
あ

り
、
整
備
や
管
理
、
ル
ー

ル
化
さ
れ
た
運
用
が
求
め

ら
れ
る
。
本
市
を
流
れ
る

二
級
河
川
で
排
水
ポ
ン
プ

施
設
の
遠
隔
操
作
や
自
動

化
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答 

併
設
す
る
水
門
と
共

に
遠
隔
操
作
で
き
る

排
水
ポ
ン
プ
場
は
県
所
有

の
４
カ
所
の
み
で
あ
る
。

問 

水
門
の
閉
鎖
を
手
動

で
行
う
日
方
小
前
排

水
ポ
ン
プ
場
で
は
短
時
間

に
急
激
な
水
位
の
上
昇
が

予
想
さ
れ
る
際
、
ど
の
よ

う
な
運
用
が
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答 

大
雨
洪
水
警
報
発
令

時
ま
た
は
水
位
が
暗

渠
管
の
底
か
ら
約
１
メ
ー

ト
ル
上
昇
す
れ
ば
職
員
が

水
門
閉
鎖
の
操
作
を
行
う
。

ま
た
排
水
ポ
ン
プ
の
運
転

●生徒や教師への指導の徹底を行っている

●加工費用が高くなる

問 

小
中
学
校
の
体
育
館

の
空
調
設
備
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

現
在
市
内
小
中
学
校

に
は
空
調
機
を
整
備

し
て
い
な
い
が
、
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
等
の
活
用
や

暑
さ
指
数
な
ど
に
基
づ
き

体
育
館
の
使
用
を
制
限
す

る
等
、
工
夫
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
る
。

問 
体
育
館
は
、
災
害
発

生
時
に
お
い
て
地
域

の
避
難
場
所
と
し
て
も
利

用
さ
れ
る
。
今
後
、
体
育

館
へ
空
調
機
を
整
備
す
る

予
定
は
あ
る
か
。

答 
空
調
機
の
整
備
に
は
、

様
々
な
工
事
が
必
要

と
な
る
。
ま
ず
は
老
朽
化

し
て
い
る
施
設
の
長
寿
命

化
工
事
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問 

小
中
学
校
の
猛
暑
に

よ
る
熱
中
症
対
策
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
や

指
導
を
行
っ
て
い
る
か
。

答 
熱
中
症
事
故
防
止
の

指
導
を
教
師
や
生
徒

へ
徹
底
し
て
行
っ
て
い

る
。
教
室
で
は
エ
ア
コ
ン

を
活
用
し
、
運
動
場
や
手

洗
場
な
ど
で
は
ミ
ス
ト
シ

ャ
ワ
ー
を
使
用
し
た
り
す

る
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い

る
。
水
分
補
給
に
つ
い
て

は
、
屋
内
外
問
わ
ず
活
動

前
の
補
給
や
こ
ま
め
に
水

分
や
塩
分
を
補
給
す
る
よ

う
に
指
導
し
て
い
る
。

問 

中
学
校
の
部
活
動
で

は
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
行
っ
て
い
る
か
。

答 

積
極
的
に
水
分
や
塩

分
を
補
給
し
、
涼
し

い
場
所
で
こ
ま
め
に
休
憩

を
取
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
る
。
各
中
学
校
で
は
、

自
動
販
売
機
を
設
置
し
ド

リ
ン
ク
類
を
各
自
で
購
入

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。

問 

金
芽
米
は
無
洗
米
で
、

炊
飯
加
工
業
者
の
一

過
程
は
減
る
。
ま
た
、
水

道
使
用
量
も
減
る
。

物
価
高
の
な
か
、
保
護

者
か
ら
頂
く
給
食
費
だ
け

で
は
賄
え
な
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
副
食
が
少
な
い

と
い
っ
た
お
声
も
た
く
さ

ん
頂
く
。
せ
め
て
、
主
食

で
あ
る
米
か
ら
栄
養
を
と

れ
れ
ば
有
難
い
の
で
は
。

子
育
て
支
援
に
力
を
い

れ
て
い
る
市
町
で
は
す
で

に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
子

育
て
支
援
、
ま
た
市
の
総

合
計
画
で
も
強
く
ア
ピ
ー

ル
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ

の
理
念
に
も
値
す
る
。
前

向
き
に
検
討
い
た
だ
け
な

い
か
。

答 

金
芽
米
で
栄
養
素
を

補
う
こ
と
は
で
き
る

が
、
そ
の
導
入
に
は
加
工

費
用
が
高
く
な
る
課
題
が

残
る
。

問 

玄
米
か
ら
白
米
に
す

る
過
程
で
多
く
の
栄

養
素
が
と
ら
れ
て
し
ま
う
。

独
自
の
技
術
で
栄
養
素
を

残
し
た
ま
ま
金
芽
米
と
し

て
作
り
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
会
社
を
視
察
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
金
芽
米
は

無
洗
米
で
、
環
境
に
負
荷

を
か
け
な
い
こ
と
も
重
ね

て
学
ん
だ
。
子
育
て
支
援

に
力
を
入
れ
て
い
る
自
治

体
で
は
す
で
に
多
く
給
食

に
導
入
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。
県
給
食
会
で
も
推

奨
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で

は
ま
だ
導
入
に
至
っ
て
い

な
い
が
導
入
に
当
た
り
ど

う
い
っ
た
こ
と
が
デ
メ
リ

ッ
ト
と
考
え
る
か
。

答 

現
在
は
市
内
商
店
か

ら
白
米
を
購
入
し
、

炊
飯
加
工
業
者
へ
納
入
し

て
い
る
。
金
芽
米
を
導
入

し
た
場
合
、
玄
米
を
購
入

し
、
次
に
金
芽
米
加
工
業

者
で
加
工
し
た
後
、
炊
飯

加
工
業
者
へ
納
入
と
な
り
、

過
程
が
増
え
、
加
工
料
金

池原  弘貴

東方  貴子

小中学校の熱中症対策の
取り組み内容について

学校給食に金芽米を導入しては

録画映像

録画映像
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議
　
案

補
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予
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発
議

所
管
事
務
調
査
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

決
　
算

●計画的に進められるよう、検討していきたい

●施設規模に応じたシステムの研究を進めたい

建
て
替
え
・
大
規
模
改
修

な
ど
の
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

消
防
庁
舎
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
現
在
、

防
災
拠
点
に
求
め
ら
れ
る

耐
震
性
能
を
満
た
し
て
い

な
い
海
南
消
防
署
東
出
張

所
の
建
て
替
え
を
行
っ
て

お
り
、
東
部
地
域
の
消
防

活
動
拠
点
と
し
て
の
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
整
備
を

進
め
て
い
る
。
下
津
消
防

署
に
つ
い
て
も
具
体
的
な

検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い

が
、
施
設
の
状
況
を
踏
ま

え
、
建
て
替
え
な
ど
の
整

備
に
つ
い
て
計
画
的
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問 

６
月
２
日
の
水
害
時

南
部
地
域
の
行
政
拠

点
の
下
津
行
政
局
の
通
信

機
能
な
ど
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
。
南
部
地
域
で
市
の
機

関
と
し
て
残
っ
て
い
る
の

は
、
下
津
消
防
署
し
か
な

い
よ
う
に
思
う
。
下
津
消

防
署
の
必
要
性
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。　

答 
下
津
消
防
署
は
、
市

全
体
の
約
４
割
の
面

積
、
世
帯
及
び
人
口
割
で

は
２
割
か
ら
３
割
を
管
轄

し
、
火
災
、
救
急
、
救
助

と
い
っ
た
出
動
件
数
に
つ

い
て
も
、
海
南
市
全
体
で

２
割
か
ら
３
割
を
占
め
て

お
り
、
下
津
町
地
域
の
災

害
等
有
事
の
際
の
重
要
な

消
防
活
動
拠
点
で
あ
る
。

問 

下
津
消
防
署
の
現
在

の
立
地
場
所
は
、
津

波
浸
水
地
域
で
あ
り
、
震

災
直
後
の
道
路
も
利
用
可

能
か
分
か
ら
な
い
。
下
津

消
防
署
は
、
昭
和
55
年
に

建
築
さ
れ
43
年
が
経
過
し

て
い
る
。
今
後
、
移
転
や

を
手
動
か
ら
自
動
に
切
り

替
え
内
水
を
強
制
排
水
す

る
運
用
を
し
て
い
る
が
、

初
動
が
遅
れ
る
と
浸
水
被

害
の
拡
大
に
つ
な
が
る
た

め
職
員
の
動
き
が
最
も
重

要
と
な
る
。

問 

予
想
の
範
疇
を
超
え

る
気
象
変
動
や
夜
間

の
豪
雨
な
ど
、
初
動
の
遅

れ
を
考
慮
す
れ
ば
遠
隔
操

作
化
は
必
須
だ
と
思
う
が
。

答 

高
額
な
費
用
と
必
要

な
財
源
を
確
保
す
る

の
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

排
水
ポ
ン
プ
場
の
遠
隔
操

作
化
は
様
々
な
メ
ー
カ
ー

が
発
表
し
て
お
り
、
既
存

施
設
の
規
模
に
応
じ
た
シ

ス
テ
ム
の
研
究
を
進
め
た

い
。

問 

異
常
気
象
に
よ
る
降

雨
災
害
が
多
発
す
る

中
、
当
地
域
で
も
甚
大
な

浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。

排
水
ポ
ン
プ
場
な
ど
の
河

川
管
理
施
設
は
重
要
で
あ

り
、
整
備
や
管
理
、
ル
ー

ル
化
さ
れ
た
運
用
が
求
め

ら
れ
る
。
本
市
を
流
れ
る

二
級
河
川
で
排
水
ポ
ン
プ

施
設
の
遠
隔
操
作
や
自
動

化
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答 

併
設
す
る
水
門
と
共

に
遠
隔
操
作
で
き
る

排
水
ポ
ン
プ
場
は
県
所
有

の
４
カ
所
の
み
で
あ
る
。

問 

水
門
の
閉
鎖
を
手
動

で
行
う
日
方
小
前
排

水
ポ
ン
プ
場
で
は
短
時
間

に
急
激
な
水
位
の
上
昇
が

予
想
さ
れ
る
際
、
ど
の
よ

う
な
運
用
が
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答 

大
雨
洪
水
警
報
発
令

時
ま
た
は
水
位
が
暗

渠
管
の
底
か
ら
約
１
メ
ー

ト
ル
上
昇
す
れ
ば
職
員
が

水
門
閉
鎖
の
操
作
を
行
う
。

ま
た
排
水
ポ
ン
プ
の
運
転

下津消防署

森下  貴史

米原  耕司

今後の整備計画は

排水ポンプ施設の遠隔操作や
自動化は必須だと思うが

録画映像

録画映像
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議
　
案

補
正
予
算
・
発
議

所
管
事
務
調
査
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

決
　
算

問 

今
回
、
被
害
認
定
調

査
に
大
変
な
労
力
を

費
や
し
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
導
入
に
よ
る
効
率
化
は

図
れ
な
い
の
か
。

答 

基
本
的
に
現
場
に
足

を
運
び
、
市
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
調
査
を
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
が
、

調
査
デ
ー
タ
の
取
り
ま
と

め
な
ど
、
一
連
の
流
れ
の

中
に
は
改
善
す
べ
き
点
も

あ
り
、
効
率
的
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
で
き
る
部
分
は
積
極

的
に
活
用
し
て
い
く
。

問 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
を
被
災
直
後

控
え
て
い
た
理
由
と
そ
の

改
善
策
は
。

答 

被
災
当
初
は
受
入
時

の
混
乱
が
懸
念
さ
れ

た
た
め
、
募
集
地
域
を
県

内
に
限
定
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
登
録
者
へ
の
電
話
連

絡
や
県
社
協
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
要
請
等
を
行

っ
た
。

今
後
の
改
善
に
向
け
て

問 
鳥
居
の
御ご

霊り
ょ
う

池
に
つ

い
て
、
か
ん
が
い
用

水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
れ
ば
、「
堤

の
崩
壊
の
心
配
」か
ら「
災

害
時
の
避
難
場
所
」
に
と
、

180
度
転
換
さ
せ
る
考
え
は

な
い
か
。

答 

御ご

霊り
ょ
う

池
は
日
限
地
蔵

院
の
南
東
に
あ
る
約

６
０
０
０
平
米
の
農
業
用

た
め
池
で
、
海
南
市
が
所

有
し
、水
利
組
合
よ
り「
使

用
権
廃
止
届
」
が
出
さ
れ

て
い
る
。
今
後
は
、
跡
地

利
用
も
見
据
え
た
整
備
方

法
を
決
め
る
た
め
に
、
周

辺
の
道
路
や
水
路
等
の
調

査
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問 

地
元
で
は
、
池
の
付

近
を
災
害
時
の
「
一

時
集
合
場
所
」
と
し
て
い

る
。
市
が
指
定
し
て
い
る

緊
急
避
難
場
所
の
日
限
地

蔵
は
海
抜
23
・
９
ｍ
あ
り
、

階
段
を
駆
け
上
が
る
の
は

無
理
と
考
え
た
も
の
と
推

測
で
き
る
。
ま
た
、
内
海

●可能な限り迅速に報告できるよう取り組む

●「こども家庭センター」を新設し、一体的な相談支援体
制を強化する

河
川
が
氾
濫
危
険
水
位
を

超
え
、
市
か
ら
の
緊
急
安

全
確
保
発
令
の
準
備
や
避

難
場
所
の
状
況
確
認
等
を

並
行
し
て
行
い
、
そ
の
後
、

県
に
避
難
場
所
情
報
や
避

難
情
報
の
報
告
を
行
っ
た

こ
と
か
ら
時
間
を
要
し
た
。

問 

今
後
ど
う
改
善
し
て

い
く
か
。

答 
今
回
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
可
能
な
限
り
迅

速
に
報
告
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
た
い
。

問 

市
が
発
令
す
る
避
難

情
報
よ
り
Ｌエ
ル
ア
ラ
ー

ト
の
発
出
が
１
時
間
以
上

遅
れ
た
の
は
事
実
か
。

答 
事
実
で
あ
る
。

問 
市
か
ら
の
避
難
情
報

と
Ｌエ
ル
ア
ラ
ー
ト
は
で

き
る
だ
け
同
時
に
発
出
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

答 
速
や
か
に
行
う
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

問 
海
南
市
は
県
に
情
報

を
提
供
し
、
県
が
Ｌエ
ル

ア
ラ
ー
ト
を
発
信
す
る
。

そ
う
い
う
理
解
で
良
い
か
。

答 

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

問 

発
出
が
遅
れ
た
原
因

に
つ
い
て
ど
う
分
析

し
て
い
る
か
。

答 

避
難
指
示
発
令
な
ど

の
情
報
は
ま
ず
、
エ

リ
ア
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

・
地
デ
ジ
デ
ー
タ
放
送
な

ど
を
通
じ
て
、
市
か
ら
市

民
へ
の
伝
達
を
行
う
。

今
回
は
同
時
間
帯
に
３

等
を
行
う
「
子
育
て
世
帯

訪
問
支
援
事
業
」。
２
つ

目
は
親
子
入
所
、
ま
た
は

児
童
が
入
所
を
希
望
し
た

際
の
受
入
支
援
体
制
を
整

え
る
「
子
育
て
短
期
支
援

臨
時
特
例
事
業
」
で
あ
る
。

問 

子
供
に
関
す
る
施
策

が
注
目
さ
れ
て
い
る

今
、
18
歳
ま
で
子
ど
も
医

療
費
の
無
償
化
を
拡
大
し

て
は
。

答 

政
府
が
公
表
し
た

「
こ
ど
も
未
来
戦
略

方
針
」
で
は
、
国
民
健
康

保
険
の
国
庫
負
担
減
額
調

整
措
置
が
廃
止
と
な
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
庁
内
担
当

部
署
で
検
討
し
て
い
る
。

問 

令
和
５
年
４
月
、
こ

ど
も
家
庭
庁
が
発
足

し
、
こ
ど
も
の
権
利
を
包

括
的
に
守
る
こ
ど
も
基
本

法
が
施
行
さ
れ
た
。
今
後

の
こ
ど
も
政
策
の
取
り
組

み
は
。

答 

全
て
の
妊
産
婦
、
子

育
て
世
帯
を
対
象
に
、

児
童
福
祉
と
母
子
保
健
の

一
体
的
相
談
支
援
を
行
う

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

を
令
和
６
年
４
月
に
新
設

予
定
で
あ
る
。

問 

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
の
役
割
は
。

答 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や

虐
待
、
貧
困
、
若
年

妊
娠
な
ど
、
問
題
を
抱
え

る
家
庭
に
対
す
る
支
援
計

画
の
作
成
や
、
児
童
相
談

所
な
ど
関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
の
役
割
を
担
う
。

問 

具
体
的
な
事
業
内
容

は
。

答 
１
つ
目
は
、
市
が
必

要
と
判
断
し
た
家
庭

を
委
託
業
者
が
訪
問
し
、

家
事
、
育
児
、
相
談
支
援

溝口  恵敬

熊野  愛子

Ｌ
エル

アラートは迅速に発出すべき

こども家庭庁発足に伴う本市の
取り組みは

録画映像

録画映像

「出典：こども家庭庁」
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議
　
案

補
正
予
算
・
発
議

所
管
事
務
調
査
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

決
　
算

●円滑な支援のため改善していく

●基本的な考え方は同じである

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
社
会
福

祉
協
議
会
と
効
果
的
に
情

報
共
有
で
き
る
よ
う
協
議

す
る
。
ま
た
、
活
動
開
始

ま
で
の
業
務
手
順
の
見
直

し
等
を
行
う
ほ
か
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内

容
の
更
な
る
周
知
に
つ
い

て
も
考
え
て
い
く
。

問 

市
民
が
撮
影
し
た
災

害
時
の
写
真
や
動
画

の
活
用
は
。

答 
自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
、
学
校
活
動
に

お
い
て
有
効
活
用
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
市

で
も
災
害
記
録
と
し
て
残

し
、
職
員
研
修
等
で
伝
え

て
い
く
こ
と
は
大
切
で
あ

り
、
何
ら
か
の
形
で
画
像

提
供
に
御
協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

問 

今
回
、
被
害
認
定
調

査
に
大
変
な
労
力
を

費
や
し
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
導
入
に
よ
る
効
率
化
は

図
れ
な
い
の
か
。

答 
基
本
的
に
現
場
に
足

を
運
び
、
市
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
調
査
を
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
が
、

調
査
デ
ー
タ
の
取
り
ま
と

め
な
ど
、
一
連
の
流
れ
の

中
に
は
改
善
す
べ
き
点
も

あ
り
、
効
率
的
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
で
き
る
部
分
は
積
極

的
に
活
用
し
て
い
く
。

問 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
を
被
災
直
後

控
え
て
い
た
理
由
と
そ
の

改
善
策
は
。

答 

被
災
当
初
は
受
入
時

の
混
乱
が
懸
念
さ
れ

た
た
め
、
募
集
地
域
を
県

内
に
限
定
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
登
録
者
へ
の
電
話
連

絡
や
県
社
協
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
要
請
等
を
行

っ
た
。

今
後
の
改
善
に
向
け
て

小
学
校
も
辛
う
じ
て
屋
上

だ
け
が
避
難
場
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
鳥
居
地
域

の
住
民
だ
け
で
な
く
、
名

高
の
住
民
も
一
緒
に
逃
げ

て
く
る
。

御ご

霊り
ょ
う

池
を
埋
め
立
て
、

地
域
の
避
難
場
所
に
利
活

用
す
る
こ
と
が
一
番
よ
い

方
法
だ
と
思
う
が
、
市
長

の
考
え
は
ど
う
か
。

答 

基
本
的
な
考
え
方
は

同
じ
で
あ
る
。
現
場

に
は
大
型
車
両
が
入
ら
な

い
た
め
、
池
の
地
盤
を
改

良
し
、
堤
を
下
げ
て
付
近

の
土
砂
等
で
埋
め
立
て
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考

え
る
。

問 

鳥
居
の
御ご

霊り
ょ
う

池
に
つ

い
て
、
か
ん
が
い
用

水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
れ
ば
、「
堤

の
崩
壊
の
心
配
」か
ら「
災

害
時
の
避
難
場
所
」
に
と
、

180
度
転
換
さ
せ
る
考
え
は

な
い
か
。

答 

御ご

霊り
ょ
う

池
は
日
限
地
蔵

院
の
南
東
に
あ
る
約

６
０
０
０
平
米
の
農
業
用

た
め
池
で
、
海
南
市
が
所

有
し
、水
利
組
合
よ
り「
使

用
権
廃
止
届
」
が
出
さ
れ

て
い
る
。
今
後
は
、
跡
地

利
用
も
見
据
え
た
整
備
方

法
を
決
め
る
た
め
に
、
周

辺
の
道
路
や
水
路
等
の
調

査
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問 

地
元
で
は
、
池
の
付

近
を
災
害
時
の
「
一

時
集
合
場
所
」
と
し
て
い

る
。
市
が
指
定
し
て
い
る

緊
急
避
難
場
所
の
日
限
地

蔵
は
海
抜
23
・
９
ｍ
あ
り
、

階
段
を
駆
け
上
が
る
の
は

無
理
と
考
え
た
も
の
と
推

測
で
き
る
。
ま
た
、
内
海

鳥居のごりょう池

杉本  博美

岡　  義明

６月豪雨に係る災害対応について

池を埋め立て、地域の避難場所に利活用
することが一番よい方法ではないか

録画映像

録画映像
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市議会の定例会は年４回開催され、次回の11月
定例会は11月30日（木）に開会する予定です。

市議会では、市民の皆さまの生活に密着したさ
まざまな問題が審議されています。市政を知る機
会にもなりますので、ぜひ気軽に傍聴にお越しく
ださい。

なお、日程は変更することがありますので、傍
聴を希望される場合や本会議の生中継をご覧にな
る場合は、お手数ですが議会事務局まで日時をお
問い合わせください。

市議会ホームページ

よりよい紙面とするため、議会だよりに関す
る皆さま方のご意見等をお寄せください。

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

11月定例会の予定

ＴＥＬ／０７３－４８３－８７００　ＦＡＸ／０７３－４８３－８７０３
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海南市議会事務局 〒642-8501 海南市南赤坂１１番地

ホームページ
二次元バーコード

Faｃeｂooｋ
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少年野球チームの海南海草連合
（小学４年生）が表敬訪問

９月８日、中家議長と榊󠄀原副議長が、第39回C級和歌山県学童軟式野球大会で準優勝された海
南海草連合の表敬訪問を受け、選手の皆さんを激励しました。選手の皆さんは、９月16日から18
日に奈良県の佐藤薬品スタジアム他で開催された「佐藤薬品工業旗第７回近畿学童軟式野球4年生
大会」に出場しました。


